
2 0 2 3・ 2 0 2 4 年 度  

一 般 社 団 法 人 岡 山 県 理 学 療 法 士 会 役 員 選 挙 立 候 補 趣 意 書  

 

ふ り が な あらお  ま さ る  性 別  

年 齢 5 4 歳  
氏   名 荒 尾   賢  男 ・ 女  

会 員 番 号  １ ０ ０ ０ ８ ７ １ ４  

協 会 入 会 年 （ 昭 和 ・ 平 成  ２ 年 ）  

勤 務 先 名 称  

公 益 財 団 法 人 操 風 会  岡 山 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 病 院  

連 絡 先  Ｔ Ｅ Ｌ  0 8 6 - 2 7 4 - 7 0 0 1  

    E - m a i l  m s r - a r a o @ o k a y a m a - r e h a - h p . o r . j p  

立 候 補 役 職 名  理 事 ・ 監 事  

 

趣 意 （ 立 候 補 に あ た っ て の 所 信 及 び 抱 負 を 4 0 0 字 以 内 厳 守 で ）  

私 は 平 成 2 0 年 よ り 岡 山 県 理 学 療 法 士 会 の 理 事 と し て 活 動 し て 参

り ま し た 。そ の 間 、社 会 局 の 公 益 活 動 担 当 や 社 会 局 長 、副 会 長 を 歴

任 し 、岡 山 県 民 の 皆 様 に 理 学 療 法 の 必 要 な 情 報 を 提 供 す る た め に 、

各 種 イ ベ ン ト の 企 画 、 運 営 等 を し て 参 り ま し た 。  

 過 去 に は 西 日 本 豪 雨 災 害 に 際 し て 、 本 士 会 の 災 害 対 策 委 員 会 と

し て 微 力 な が ら 災 害 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 支 援 の 本 部 運 営 活 動 等 に

携 わ っ て 参 り ま し た 。そ こ で 、受 援 体 制 や 始 動 体 制 の 不 備 な ど が 露

呈 し 、こ れ か ら 整 備 が 必 要 な 項 目 が 明 確 に な っ て き ま し た 。こ れ か

ら の 災 害 対 策 の 整 備 や 、地 域 包 括 ケ ア シ ス テ ム の 整 備 に 向 け て 、そ

れ ぞ れ の 地 域 で の 必 要 な 情 報 や 対 策 等 を 共 有 す る た め の 施 設 間 の

ネ ッ ト ワ ー ク 強 化 等 を 図 っ て い き た い と 思 い ま す 。  

理 学 療 法 士 の 社 会 的 立 場 、 身 分 を 保 証 す る た め に も 理 学 療 法 士

が 社 会 的 に も 必 要 で あ る こ と を よ り ア ピ ー ル し て い き 、 理 学 療 法

の 啓 蒙 が 図 れ た ら と 考 え て お り ま す 。よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。 

 



2 0 2 3・ 2 0 2 4 年 度  

一 般 社 団 法 人 岡 山 県 理 学 療 法 士 会 役 員 選 挙 立 候 補 趣 意 書  

 

ふ り が な おおた  はるゆき  性 別  

年 齢 5 0 歳  
氏   名  太 田  晴 之  ○男 ・ 女  

会 員 番 号   1 0 0 1 4 5 4 5  

協 会 入 会 年 （ 平 成  7  年 ）  

勤 務 先 名 称  

岡 山 大 学 病 院  総 合 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 部  

連 絡 先  Ｔ Ｅ Ｌ  0 8 6 - 2 3 5 - 7 7 5 2  

    E - m a i l  o t a . g a k u j y u t u . o k a y a m a @ g m a i l . c o m  

立 候 補 役 職 名  理 事  

 

趣 意 （ 立 候 補 に あ た っ て の 所 信 及 び 抱 負 を 4 0 0 字 以 内 厳 守 で ）  

現 在 ， 学 術 活 動 を 中 心 と し て ， 卒 後 研 修 会 を 担 当 し て い ま す 。 当 選 後

は各 方 面 の第 一 人 者 を 講 師 と し て 招 き ， 研 修 会 を 3 5 回 行 い ま した 。 昨 年

度 は認 定 ・ 専 門 療 法 士 を 持 つ若 手 に も講 師 を お願 い して研 修 会 を 6 回 ，

1 2 講 義 を 行 い ま した 。 今 後 ， 更 に研 修 会 活 動 を 活 発 に し て い き ， 若 手 やベ

テラ ンの頑 張 られてい る先 生 方 を講 師 と し 起 用 し てい きた い と 考 え て い ます 。 ま

た理 学 療 法 士 が自 分 の職 場 以 外 ， 職 場 を変 わ って も活 躍 で き る よ う に職 域

拡 大 で き る 活 動 が し た い と 考 え て お り ま す 。 質 の 高 い 職 能 団 体 と し て の 地 位

向 上 の た め に ， 患 者 を 治 療 す る た めの基 本 的 な 知 識 や 技 術 ， 最 新 の 知 識

技 術 を 向 上 で き る よ う な 環 境 づ く り を し て い きた い と 考 え て お り ます 。 理 学 療 法

士 の活 躍 のために誠 意 努 力 致 し ます ， 宜 し く お 願 い致 し ます 。  

 



2 0 2 3・ 2 0 2 4 年 度  

一 般 社 団 法 人 岡 山 県 理 学 療 法 士 会 役 員 選 挙 立 候 補 趣 意 書  

 

ふ り が な かたおか  たかふみ  性 別  

年 齢  4 7 歳  
氏   名 片 岡  孝 史  男 ・ 女  

会 員 番 号  1 0 0 1 6 7 4 8  

協 会 入 会 年 （ 昭 和 ・ 平 成   9 年 ）  

勤 務 先 名 称  

 公 益 財 団 法 人  操 風 会  岡 山 旭 東 病 院  

連 絡 先  Ｔ Ｅ Ｌ  0 8 6 - 2 7 6 - 3 2 3 1  

    E - m a i l  t k a t a o k a @ k y o k u t o . o r . j p  

立 候 補 役 職 名  理 事 ・ 監 事  

 

趣 意 （ 立 候 補 に あ た っ て の 所 信 及 び 抱 負 を 4 0 0 字 以 内 厳 守 で ）  

私 は こ の 5 期 1 0 年 間 、 岡 山 県 理 学 療 法 士 会 の 社 会 局 と し て 渉

外 活 動 を 中 心 に 取 り 組 ん で 参 り ま し た 。 こ れ ま で に は 岡 山 ダ イ

ハ ツ の 健 康 安 全 運 転 講 座 や お か や ま マ ラ ソ ン 救 護 ボ ラ ン テ ィ ア

の 事 業 化 を お こ な い 、会 員 向 け 事 業 で は 診 療 報 酬 ・ 介 護 報 酬 改 定

セ ミ ナ ー の 運 営 等 を お こ な っ て 参 り ま し た 。  

理 学 療 法 士 を 取 り 巻 く 環 境 は 大 き く 変 化 を 続 け て い ま す 。 そ

し て 多 く の 医 療 ・ 介 護 施 設 に 所 属 す る 理 学 療 法 士 も 変 化 に 応 じ

た 組 織 内 の 課 題 解 決 に 取 り 組 ん で い る こ と と 思 い ま す 。 そ の 中

で 施 設 間 の 理 学 療 法 士 が 繋 が り 合 う こ と に よ り 、 課 題 解 決 の ヒ

ン ト も 得 ら れ る の で は な い か と 考 え ま す 。 そ の た め に 私 は 岡 山

県 理 学 療 法 士 会 の 活 動 を 通 じ て 施 設 間 、 部 門 責 任 者 間 の 繋 が り

作 り に 貢 献 で き れ ば と 考 え ま す 。  

何 卒 よ ろ し く お 願 い 致 し ま す 。  

 



2 0 2 3・ 2 0 2 4 年 度  

一 般 社 団 法 人 岡 山 県 理 学 療 法 士 会 役 員 選 挙 立 候 補 趣 意 書  

 

ふ り が な か た や ま  じ ゅ ん ぺ い  性 別  

年 齢 3 9 歳  
氏   名 片 山  準 平  男  

会 員 番 号  1 0 0 5 7 9 8 1  

協 会 入 会 年   平 成 2 0 年  

勤 務 先 名 称  

株 式 会 社 ア イ ル ズ   福 祉 用 具 リ ハ ビ ッ ト  

連 絡 先  Ｔ Ｅ Ｌ  0 8 6 - 2 5 0 - 4 9 1 6  

    E - m a i l  k a t a y a m a @ m o r e n e t . c o . j p  

立 候 補 役 職 名  理 事  

 

趣 意 （ 立 候 補 に あ た っ て の 所 信 及 び 抱 負 を 4 0 0 字 以 内 厳 守 で ）  

「 こ の 法 人 は 、理 学 療 法 士 の 人 格 、倫 理 及 び 学 術 技 能 を 研 鑽 し 、岡

山 県 に お け る 理 学 療 法 の 普 及 向 上 を 図 り 、 も っ て 県 民 の 医 療 ・ 保

健 ・ 福 祉 の 増 進 に 寄 与 す る こ と を 目 的 と す る 。」  

こ れ は 岡 山 県 理 学 療 法 士 会 定 款 に 書 か れ て い る 会 の 目 的 で す 。  

昨 年 の 中 国 ブ ロ ッ ク 理 学 療 法 士 会 ＠ 岡 山 で も 発 表 い た し ま し た

が 、理 学 療 法 士 の 新 た な 可 能 性 を 、会 員 自 ら が 行 動 し 切 り 開 い て

い く こ と 、 そ れ が こ の 県 士 会 の 目 的 に も 繋 が っ て い く と 感 じ て

お り ま す 。  

理 学 療 法 士 に も 多 様 な 働 き 方 が 認 め ら れ つ つ あ り ま す 。 理 学 療

法 士 に は も っ と 多 様 な 可 能 性 が あ る と 信 じ て お り ま す 。  

県 士 会 理 事 を 通 し て 、 皆 様 の そ の 可 能 性 の 拡 大 向 上 の 一 助 に な

れ れ ば と 思 い ま す 。  

理 事 立 候 補 は 初 と な り ま す 、片 山 準 平 と 申 し ま す 。ご 支 援 賜 り ま

す よ う 、 宜 し く お 願 い 申 し 上 げ ま す 。  

 



2 0 2 3・ 2 0 2 4 年 度  

一 般 社 団 法 人 岡 山 県 理 学 療 法 士 会 役 員 選 挙 立 候 補 趣 意 書  

 

ふ り が な かんがい  けいすけ  性 別  

年 齢 3 6  歳  
氏   名 甲 谷  佳 亮  男 ・ 女  

会 員 番 号   1 0 0 5 9 2 1 6  

協 会 入 会 年 （ 昭 和 ・ 平 成  2 0  年 ）  

勤 務 先 名 称  

 朝 日 医 療 大 学 校  

連 絡 先  Ｔ Ｅ Ｌ  0 9 0 - 4 1 4 5 - 2 0 3 0  

    E - m a i l  k a n g a i 0 8 1 5 @ g m a i l . c o m  

立 候 補 役 職 名  理 事 ・ 監 事  

趣 意 （ 立 候 補 に あ た っ て の 所 信 及 び 抱 負 を 4 0 0 字 以 内 厳 守 で ）  

 こ の 度 ， 2 0 2 1 ・ 2 0 2 2 年 度 に 引 き 続 き ， 役 員 理 事 に 立 候 補 さ せ

て い た だ き ま し た ．  

 社 会 情 勢 や 医 療 ・ 介 護 制 度 等 ，理 学 療 法 士 を 取 り 巻 く 環 境 が 大

き く 変 化 し て い く 中 ， 理 学 療 法 士 の 職 域 の 広 が り や 働 き 方 も 多

様 化 し て き て お り ま す ．そ の 中 で ，大 き な 変 化 の 波 に 乗 り ，職 能

団 体 と し て ，学 術 団 体 と し て ，会 員 の 皆 様 と 速 や か 且 つ 細 や か な

情 報 共 有 ・ 情 報 提 供 が で き る よ う 尽 力 し て 参 り た い と 考 え て お

り ま す ．  

 ま た ，卒 前 教 育 に お い て も 指 定 規 則 の 改 定 が な さ れ ，学 修 内 容

や 臨 床 実 習 の 在 り 方 ， 臨 床 実 習 指 導 者 の 資 格 規 定 も 大 き く 変 化

し て い き ま す が ，養 成 校 の 教 員 と し て の 特 色 を 生 か し ，卒 前 ・ 卒

後 教 育 の シ ー ム レ ス 化 を 図 る こ と が 出 来 る よ う 尽 力 し て 参 り ま

す ． 若 輩 者 で は あ り ま す が ，皆 様 の ご 支 援 を 賜 る こ と が 出 来 れ

ば 幸 い で す ． ど う ぞ 宜 し く お 願 い 申 し 上 げ ま す ．  



2 0 2 3・ 2 0 2 4 年 度  

一 般 社 団 法 人 岡 山 県 理 学 療 法 士 会 役 員 選 挙 立 候 補 趣 意 書  

 

ふ り が な ざいつ  ま さ と  性 別  

年 齢 ５ ０  歳  
氏   名  財 津  真 人  男 ・ 女  

会 員 番 号  1 0 0 1 4 4 0 0  

協 会 入 会 年 （ 昭 和 ・ 平 成  ７  年 ）  

勤 務 先 名 称  

  玉 野 総 合 医 療 専 門 学 校  

連 絡 先  Ｔ Ｅ Ｌ  0 8 6 3 - 3 1 - 6 8 3 0  

    E - m a i l  z a i t s u @ t a m a s e n . a c . j p  

立 候 補 役 職 名  理 事 ・ 監 事  

 

趣 意 （ 立 候 補 に あ た っ て の 所 信 及 び 抱 負 を 4 0 0 字 以 内 厳 守 で ）  

岡 山 へ 来 て ２ ３ 年 。 こ の 間 、 県 士 会 理 事 を ３ 期 務 め さ せ て

い た だ き ま し た 。今 回 、４ 期 目 に 立 候 補 さ せ て い た だ き ま す 。

現 在 、 養 成 校 の 教 員 を し て い ま す が 、 ２ ０ 数 年 ぶ り に 理 学 療

法 養 成 カ リ キ ュ ラ ム が 変 わ り ま し た 。 そ れ に 伴 い 、 臨 床 現 場

の 先 生 方 に も ご 協 力 を い た だ く こ と が 多 々 あ る と 思 い ま す

が 、 県 士 会 員 の み な さ ん と 一 緒 に 、 学 術 団 体 ・ 職 能 団 体 ・ 公

益 団 体 と し て 、 社 会 に 必 要 と さ れ る 活 力 あ る 団 体 と な る よ

う 、 微 力 で は あ り ま す が 尽 力 し て 参 り た い と 思 っ て お り ま

す 。  

「 自 分 に 限 界 を つ く ら な い ！ 」 を モ ッ ト ー に 、 岡 山 県 理 学 療

法 士 会 の 運 営 に 携 わ っ て い き た い と 思 っ て お り ま す 。ど う ぞ

よ ろ し く お 願 い 申 し 上 げ ま す 。  

 

 



2 0 2 3・ 2 0 2 4 年 度  

一 般 社 団 法 人 岡 山 県 理 学 療 法 士 会 役 員 選 挙 立 候 補 趣 意 書  

 

ふ り が な しみず  けんじ  性 別  

年 齢 3 9 歳  
氏   名 清 水  賢 児  男  

会 員 番 号  1 0 0 7 3 2 9 5  

協 会 入 会 年 （ 平 成 2 2 年 ）  

勤 務 先 名 称  

医 療 法 人  創 和 会  し げ い 病 院  リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 部  

連 絡 先  Ｔ Ｅ Ｌ ： 0 8 6 - 4 2 2 - 3 6 5 5  

    E - m a i l ： s m r h r i g a k u @ y a h o o . c o . j p  

立 候 補 役 職 名  理 事 ・ 監 事  

 

趣 意 （ 立 候 補 に あ た っ て の 所 信 及 び 抱 負 を 4 0 0 字 以 内 厳 守 で ）  

 2 0 1 9 年 度 よ り 理 事 に 就 任 し て お り 、 私 が 担 当 し て お り ま す 生 涯 教

育 が 前 年 度 か ら 新 し い 制 度 に な り ま し た 。 ま だ ま だ 新 制 度 に 移 行 し

て 課 題 も 多 く 、 会 員 の 皆 様 も 戸 惑 っ て い る こ と と 思 い ま す 。 会 員 の

皆 様 に と っ て よ り 良 い 制 度 に し て い け る よ う に 頑 張 っ て い き ま す の

で 、 と も に 協 力 し て 頂 け れ ば と 思 い ま す の で 、 よ ろ し く お 願 い 申 し

上 げ ま す 。  

 



2 0 2 3・ 2 0 2 4 年 度  

一 般 社 団 法 人 岡 山 県 理 学 療 法 士 会 役 員 選 挙 立 候 補 趣 意 書  

 

ふ り が な しんたに  し ゅ う へい  性 別  

年 齢  4 0 歳  
氏   名 新 谷  修 平  男 ・ 女  

会 員 番 号  1 0 0 3 7 5 9 0  

協 会 入 会 年 （ 昭 和 ・ 平 成  1 6  年 ）  

勤 務 先 名 称  

公 益 財 団 法 人  操 風 会  岡 山 旭 東 病 院  

連 絡 先  Ｔ Ｅ Ｌ  0 8 6 - 2 7 6 - 3 2 3 1  

    E - m a i l   s y u k e i 0 8 0 4 0 1 @ y a h o o . c o . j p  

立 候 補 役 職 名  理 事 ・ 監 事  

 

趣 意 （ 立 候 補 に あ た っ て の 所 信 及 び 抱 負 を 4 0 0 字 以 内 厳 守 で ）  

私 た ち 理 学 療 法 士 を 取 り 巻 く 環 境 は 大 き く 変 化 し て き て い ま

す 。未 曾 有 の 高 齢 化 に 加 え て 新 型 コ ロ ナ ウ ィ ル ス の 影 響 も あ り 、各

領 域 で こ れ ま で 以 上 に 変 化 す る こ と を 求 め ら れ て い る と 思 い ま

す 。そ し て 、こ れ か ら も お 互 い の 職 場 や 職 員 同 士 の つ な が り を 通 し

て 新 た な 変 化 に 対 応 す る 力 を 育 て て い く こ と が さ ら に 重 要 に な っ

て く る と 思 い ま す 。 前 期 で は 微 力 で は あ り ま す が 協 会 指 定 管 理 者

（ 初 級 ） 研 修 や 管 理 者 ネ ッ ト ワ ー ク 研 修 の 運 営 、 L I N E の オ ー プ ン

チ ャ ッ ト 機 能 を 利 用 し た 情 報 共 有 の 場 を 作 成 運 営 さ せ て い た だ き

ま し た 。こ の 変 化 の 激 し い 時 代 で あ る か ら こ そ 、県 士 会 の 役 割 は ま

す ま す 重 要 に な っ て く る の で は な い か と 思 い ま す 。引 き 続 き 、会 員

の 皆 さ ん の お 役 に 少 し で も 立 て る よ う に な り た い と 考 え 、 こ の た

び 立 候 補 さ せ て い た だ き ま し た 。 よ ろ し く お 願 い し ま す 。  

 

 



2 0 2 3・ 2 0 2 4 年 度  

一 般 社 団 法 人 岡 山 県 理 学 療 法 士 会 役 員 選 挙 立 候 補 趣 意 書  

 

ふ り が な たかみ  けいすけ  性 別  

年 齢 4 2 歳  
氏   名 髙 見  圭 介  男 ・ 女  

会 員 番 号  1 0 0 3 5 4 6 3  

協 会 入 会 年 （ 昭 和 ・ 平 成  1 5 年 ）  

勤 務 先 名 称  

倉 敷 第 一 病 院  

連 絡 先  Ｔ Ｅ Ｌ  0 8 6 - 4 2 4 - 1 0 0 0  

    E - m a i l  k s k r o a d s t e r @ g m a i l . c o m  

立 候 補 役 職 名  理 事 ・ 監 事  

 

趣 意 （ 立 候 補 に あ た っ て の 所 信 及 び 抱 負 を 4 0 0 字 以 内 厳 守 で ）  

 令 和 ３ 年 度 よ り 理 事 と し て 活 動 し て お り ま す 、 倉 敷 第 一 病 院

の 髙 見 圭 介 と 申 し ま す 。  

 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス に よ る 講 習 会 ・ 学 会 な ど の W e b 化 や 新 生

涯 学 習 シ ス テ ム の 稼 働 と い っ た 、 会 員 の 皆 様 を 取 り 巻 く 学 び の

環 境 は 大 き く 変 化 し て お り ま す 。  

 そ の よ う な 中 で 様 々 な 分 野 で 活 躍 さ れ る 会 員 の 皆 様 の さ ら な

る 知 識 や 技 術 の 向 上 に 寄 与 で き る 環 境 づ く り が で き れ ば と 考 え

て お り ま す 。  

 ま た 、 県 士 会 が 皆 様 に と っ て よ り 身 近 な 存 在 に な る よ う に 取

り 組 ん で ま い り ま す の で 、 ど う ぞ よ ろ し く お 願 い い た し ま す 。  

 



2 0 2 3・ 2 0 2 4 年 度  

一 般 社 団 法 人 岡 山 県 理 学 療 法 士 会 役 員 選 挙 立 候 補 趣 意 書  

 

ふ り が な たになか  のりゆき  性 別  

年 齢 ４ ７ 歳  
氏   名 谷 中  則 之  男 ・ 女  

会 員 番 号  １ ０ ０ ３ ０ １ ７ ０  

協 会 入 会 年 （ 昭 和 ・ 平 成  １ ４ 年 ）  

勤 務 先 名 称  岡 山 市 立 市 民 病 院  

連 絡 先  Ｔ Ｅ Ｌ （ ０ ８ ６ ） ７ ３ ７ ― ３ ０ ０ ０  

    E - m a i l  t a n i n a k a p t 2 0 0 2 @ g m a i l . c o m  

立 候 補 役 職 名  理 事 ・ 監 事  

 

趣 意 （ 立 候 補 に あ た っ て の 所 信 及 び 抱 負 を 4 0 0 字 以 内 厳 守 で ）  

理 事 ３ 期 目 も 社 会 局 に 所 属 し 、 主 に 地 域 ケ ア 会 議 及 び 介 護 予 防

推 進 リ ー ダ ー 研 修 に つ い て 関 わ っ て ま い り ま し た 。 社 会 構 造 の

変 化 に 伴 い 地 域 に お い て は ２ ０ ２ ５ 年 問 題 、 さ ら に は ２ ０ ４ ０

年 問 題 と 非 常 に 大 き な 課 題 を 抱 え て お り ま す 。 こ れ ら の 課 題 に

対 し て 、 地 域 住 民 か ら 我 々 理 学 療 法 士 へ 大 き な 期 待 を 求 め ら れ

て い ま す 。 医 療 関 連 他 職 種 の 様 々 な 動 き も あ る 中 で 日 々 の 臨 床

業 務 だ け で な く 、 地 域 へ の 貢 献 活 動 に も 高 い 関 心 を お 持 ち の 会

員 の 方 も 非 常 に 多 く い ら っ し ゃ い ま す 。 我 々 が こ の 社 会 か ら の

求 め に 応 じ る こ と が 出 来 る よ う 、地 域 と 理 学 療 法 士 を 繋 ぎ 、そ し

て 県 士 会 と 会 員 の 皆 様 を つ な ぐ こ と に よ り 、 高 い 専 門 性 と 強 い

組 織 力 を 持 っ た こ の 県 士 会 を 運 営 し て ゆ く 一 助 に な る こ と が 出

来 れ ば と 考 え て お り ま す 。そ の 結 果 、会 員 の 皆 様 の 地 位 向 上 と 職

域 拡 大 を 果 た す こ と が 出 来 る よ う 引 き 続 き 尽 力 し て ま い り ま す

の で 、 何 卒 ご 支 援 の 程 よ ろ し く お 願 い 申 し 上 げ ま す 。  

 



2 0 2 3・ 2 0 2 4 年 度  

一 般 社 団 法 人 岡 山 県 理 学 療 法 士 会 役 員 選 挙 立 候 補 趣 意 書  

 

ふ り が な つだ  よ う いち ろ う  性 別  

年 齢 4 8  歳  
氏   名 津 田  陽 一 郎  男  

会 員 番 号  1 0 0 1 5 8 1 9  

協 会 入 会 年 （ 平 成  8   年 ）  

勤 務 先 名 称  

倉 敷 平 成 病 院  

連 絡 先  Ｔ Ｅ Ｌ 0 9 0 - 6 4 3 4 - 8 8 3 4  

    E - m a i l  p t t s u d a @ y a h o o . c o . j p  

立 候 補 役 職 名  理 事  

 

趣 意 （ 立 候 補 に あ た っ て の 所 信 及 び 抱 負 を 4 0 0 字 以 内 厳 守 で ）  

 昨 年 度 は 第 3 5 回 中 国 ブ ロ ッ ク 理 学 療 法 士 学 会 の 準 備 委 員 長 と

し て お 役 目 を 頂 き 、 約 3 年 間 の 準 備 を 経 て 会 員 皆 様 の ご 協 力 を

頂 き な が ら 盛 会 に 開 催 す る こ と が で き ま し た 。 学 術 活 動 に お い

て は 学 会 開 催 の み な ら ず 、 今 後 2 0 2 2 年 度 よ り リ ニ ュ ー ア ル さ れ

た 生 涯 学 習 制 度 に 対 し て 、 特 に 若 手 の 会 員 に 対 し て ど の よ う に

学 習 の 機 会 を 提 供 し て い く の か 、 登 録 理 学 療 法 士 の 取 得 に 関 す

る 症 例 検 討 会 や 研 修 会 の 企 画 、 そ の シ ス テ ム づ く り が 喫 緊 の 課

題 と な っ て お り ま す 。 コ ロ ナ 感 染 症 対 策 も 大 き く 変 化 し て い く

中 で そ の 時 々 の 状 況 に 合 わ せ て 、 様 々 な 世 代 の 会 員 を 後 押 し で

き る よ う な 活 動 、 お 役 立 ち い た だ け る よ う な 取 り 組 み や 情 報 提

供 を 行 い 、 微 力 な が ら も 理 学 療 法 士 の 質 の 向 上 に 寄 与 し た い と

考 え て お り ま す 。  

 



2 0 2 3・ 2 0 2 4 年 度  

一 般 社 団 法 人 岡 山 県 理 学 療 法 士 会 役 員 選 挙 立 候 補 趣 意 書  

 

ふ り が な ながはた  てつや  性 別  

年 齢 4 3 歳  
氏   名 永 幡 哲 也  男 ・ 女  

会 員 番 号  1 0 0 3 9 5 4 3  

協 会 入 会 年 （ 昭 和 ・ 平 成 1 6 年 ）  

勤 務 先 名 称  

社 会 医 療 法 人  水 和 会  倉 敷 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 病 院  

連 絡 先  Ｔ Ｅ Ｌ : 0 9 0 - 5 6 9 1 - 6 9 7 6  

    E - m a i l : t e t s u y a _ n a g a h a t a @ y a h o o . c o . j p  

立 候 補 役 職 名  理 事 ・ 監 事  

 

趣 意 （ 立 候 補 に あ た っ て の 所 信 及 び 抱 負 を 4 0 0 字 以 内 厳 守 で ）  

私 は 令 和 3 年 度 よ り 理 事 に 選 任 い た だ き 、 学 術 局 と し て 主 に

生 涯 学 習 に 携 わ っ て き ま し た 。 昨 年 度 よ り 理 学 療 法 士 の 生 涯 学

習 シ ス テ ム は 大 き く 変 わ り 、 よ り 幅 広 い 分 野 の 卒 後 教 育 が 求 め

ら れ て い ま す 。 ま た 生 涯 学 習 制 度 や 卒 後 教 育 の 在 り 方 も 会 員 の

皆 様 が 在 籍 す る 地 域 の 特 色 に 応 じ て 展 開 す る こ と が 重 要 と な っ

て い ま す 。こ れ ま で 培 っ た 岡 山 県 で の 学 術 活 動 や 、顔 の 見 え る 会

員 同 士 の つ な が り を 大 切 に 、 本 年 度 も 生 涯 学 習 を 中 心 に 会 員 の

皆 様 に 貢 献 で き る よ う 尽 力 致 し ま す 。 何 卒 よ ろ し く お 願 い 致 し

ま す 。  

 



2 0 2 3・ 2 0 2 4 年 度  

一 般 社 団 法 人 岡 山 県 理 学 療 法 士 会 役 員 選 挙 立 候 補 趣 意 書  

 

ふ り が な はぎやま  あきかず  性 別  

年 齢 3 9 歳  
氏   名  萩 山  明 和  ○男 ・ 女  

会 員 番 号   1 0 0 4 8 4 8 8  

協 会 入 会 年 （ 平 成 1 8  年 ）  

勤 務 先 名 称  

岡 山 大 学 病 院  総 合 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 部  

連 絡 先  Ｔ Ｅ Ｌ  0 8 6 - 2 3 5 - 7 7 5 2  

    E - m a i l  h a g i y a m a @ s . o k a y a m a - u . a c . j p  

立 候 補 役 職 名  理 事  

 

趣 意 （ 立 候 補 に あ た っ て の 所 信 及 び 抱 負 を 4 0 0 字 以 内 厳 守 で ）  

 本 会 の 理 事 に 初 め て 立 候 補 さ せ て い た だ き ま し た 、 萩 山 明 和

と 申 し ま す 。岡 山 県 内 の 回 復 期 病 院 で 3 年 間 勤 務 し た 後 、現 在 の

所 属 で 1 4 年 間 勤 務 し て き ま し た 。  

 近 年 、 理 学 療 法 士 を 取 り 巻 く 様 々 な 環 境 が 変 化 し て き て い ま

す が 、こ の よ う な 変 化 に 対 応 す る た め に 、将 来 の 課 題 に 対 し て 前

向 き で 柔 軟 に 取 り 組 ん で い き た い と 考 え て い ま す 。  

 今 後 も 社 会 か ら の ニ ー ズ や 私 た ち 自 身 の 価 値 観 が さ ら に 多 様

化 す る こ と が 予 想 さ れ る 中 で 、理 学 療 法 士 の 専 門 性 の 中 で「 変 わ

ら な い も の 」 と 「 変 え て い く べ き も の 」 を 見 定 め 、 理 学 療 法 士 の

存 在 価 値 を 社 会 に 発 信 し て い き た い と 考 え て い ま す 。  

 会 員 の 皆 様 か ら の ご 協 力 と ご 指 導 を い た だ き な が ら 、 本 会 と

理 学 療 法 士 の 発 展 に 貢 献 し た い と 考 え て お り ま す 。 何 卒 よ ろ し

く お 願 い 申 し 上 げ ま す 。  

 



2 0 2 3・ 2 0 2 4 年 度  

一 般 社 団 法 人 岡 山 県 理 学 療 法 士 会 役 員 選 挙 立 候 補 趣 意 書  

 

ふ り が な はな さき  かのん  性 別  

年 齢 4 8  歳  
氏   名  花 崎  加 音  男 ・ 女  

会 員 番 号    １ ０ ０ １ ８ ０ ５ ２  

協 会 入 会 年 （ 昭 和 ・ 平 成  9  年 ）  

勤 務 先 名 称   川 崎 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 学 院  

連 絡 先  Ｔ Ｅ Ｌ  ０ ８ ６ ― ４ ６ ４ － １ １ ７ ９  

    E - m a i l  k - h a n a s a k i @ m e d . k a w a s a k i - m . a c . j p  

立 候 補 役 職 名  理 事 ・ 監 事  

 

趣 意 （ 立 候 補 に あ た っ て の 所 信 及 び 抱 負 を 4 0 0 字 以 内 厳 守 で ）  

こ の 度 、 岡  山  県  理  学  療  法  士  会  理  事  に  立  候  補  致

し ま し た 花 崎 加 音 と 申 し ま す 。  

 理 事 を  1  期  2  年 間 さ せ て 頂 き 、 こ の 度  2  期 目 に 立 候 補 致 し

ま し た 。 様 々 な 変 換 期 に あ る 岡 山 県 士 会 に は 様 々 な 課 題 も あ る

こ と を 知 り 、可 能 な 限 り 良 い 方 向 へ と 向 け る べ く 、努 め て ま い り

た い と 思 い ま す 。  

 わ た く し 自 身 、 多 忙 な 臨 床 と 家 庭 の 両 立 に た く さ ん の 悩 み を

抱 え ま し た 。引 き 続 き 、日 々 の 臨 床 活 動 に 尽 力 な さ っ て い る 皆 様

の 「 悩 み 」「 不 安 」 は も ち ろ ん 、 皆 様 と 同 じ 生 活 を 営 む 人 間 と し

て の「 感 覚 」を 大 切 に 、ひ と つ ひ と つ の 課 題 に 取 り 組 ん で ま い り

ま す 。皆 様 の ご 支 援 と ご 協 力 を お 願 い 申 し 上 げ ま し て 、所 信 表 明

と 致 し ま す 。  

 

 



2 0 2 3・ 2 0 2 4 年 度  

一 般 社 団 法 人 岡 山 県 理 学 療 法 士 会 役 員 選 挙 立 候 補 趣 意 書  

 

ふ り が な ふじた  だいすけ  性 別  

年 齢  5 0 歳  
氏   名 藤 田  大 介  男 ・ 女  

会 員 番 号  1 0 0 1 2 7 6 9  

協 会 入 会 年 （ 昭 和 ・ 平 成   6  年 ）  

勤 務 先 名 称  

川 崎 医 療 福 祉 大 学  リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 学 部  理 学 療 法 学 科  

連 絡 先  Ｔ Ｅ Ｌ   0 8 6 - 4 6 2 - 1 1 1 1  

    E - m a i l   d - f u j i t a @ m w . k a w a s a k i - m . a c . j p  

立 候 補 役 職 名  理 事 ・ 監 事  

 

趣 意 （ 立 候 補 に あ た っ て の 所 信 及 び 抱 負 を 4 0 0 字 以 内 厳 守 で ）  

こ の 度 、 岡 山 県 理 学 療 法 士 会 理 事 に 立 候 補 さ せ て 頂 き ま し た 藤

田 大 介 と 申 し ま す 。 2 0 1 5 年 度 よ り 岡 山 県 理 学 療 法 士 会 の 理 事 （ 社

会 局 ）を 務 め さ せ て 頂 い て お り ま す 。コ ロ ナ 禍 に よ り 、様 々 な 広 報

活 動 、イ ベ ン ト が 中 止 に な る 中 で 、岡 山 県 理 学 療 法 士 会 社 会 局 の 事

業 と し て 開 催 し た 推 進 リ ー ダ ー 、診 療 報 酬 ・ 介 護 報 酬 、管 理 者 教 育

等 の 各 種 研 修 会 に 微 力 な が ら 尽 力 し て ま い り ま し た 。  

岡 山 県 理 学 療 法 士 会 と し て 、 こ れ か ら の 時 代 を 担 っ て い く 若 い

理 学 療 法 士 の 皆 様 が 、 自 分 の 仕 事 に 誇 り を 持 っ て 働 き 続 け ら れ る

よ う に 、 そ の 土 台 を 強 固 な も の に し て い く こ と が 重 要 だ と 考 え て

い ま す 。 会 員 の 皆 さ ま の ご 支 援 を 心 よ り お 願 い 申 し 上 げ ま す 。  

 

 



2 0 2 3・ 2 0 2 4 年 度  

一 般 社 団 法 人 岡 山 県 理 学 療 法 士 会 役 員 選 挙 立 候 補 趣 意 書  

 

ふ り が な  よこやま  あきひろ  性 別  

年 齢 4 9 歳  
氏   名  横 山  暁 大  男  

会 員 番 号  1 0 0 1 3 4 9 6  

協 会 入 会 年 （ 平 成  7   年 ）  

勤 務 先 名 称  

 岡 山 医 療 専 門 職 大 学  

連 絡 先  Ｔ Ｅ Ｌ   0 8 6 － 2 3 3 － 8 0 2 0  

    E - m a i l   y o k o y a m a @ o p u . a c . j p  

立 候 補 役 職 名  理 事  

 

趣 意 （ 立 候 補 に あ た っ て の 所 信 及 び 抱 負 を 4 0 0 字 以 内 厳 守 で ）  

現 在 、 事 務 局 長 を 拝 命 し て お り ま す 横 山 で す 。 県 士 会 で の 活 動

は 、北 支 部 支 部 長 ・ 社 会 局 理 事 を 歴 任 し ま し た 。岡 山 県 士 会 会 員

も 2 , 1 0 0 名 を 超 え て き て お り 、学 術 局 、社 会 局 と 連 携 し て 活 動 し

て ま い り ま す 。ま た 、日 本 理 学 療 法 士 協 会 と も 連 携 を 強 化 し 、会

員 の 皆 様 へ 有 益 な 情 報 を 提 供 し て ま い り た い と 考 え て お り ま

す 。良 い も の は 継 続 し 、改 善 す べ き 事 は 積 極 的 に 改 善 し 、新 し い

こ と に も 怯 ま ず 挑 戦 し た い と 考 え て お り ま す 。 次 期 の 任 期 中 に

は 県 士 会 の 組 織 力 を 向 上 し 、 会 員 皆 様 に 利 益 を も た ら す こ と が

で き る よ う 行 動 し て い く 所 存 で す 。今 ま で の 経 験 を 活 か し 、更 に

新 し い 観 点 を 取 り 入 れ 、 県 士 会 の 発 展 に 尽 力 し て ま い り た い と

考 え て お り ま す 。一 生 懸 命 頑 張 り ま す 。よ ろ し く お 願 い い た し ま

す 。  

 



2 0 2 3・ 2 0 2 4 年 度  

一 般 社 団 法 人 岡 山 県 理 学 療 法 士 会 役 員 選 挙 立 候 補 趣 意 書  

 

ふ り が な く にやす  かつ し  性 別  

年 齢  6 0 歳  
氏   名 國 安  勝 司  男 ・ 女  

会 員 番 号   1 0 0 0 3 8 0 4  

協 会 入 会 年 （ 昭 和  6 0    年 ）  

勤 務 先 名 称  

  川 崎 医 療 福 祉 大 学  

連 絡 先  Ｔ Ｅ Ｌ  ０ ８ ６ － ４ ６ ２ － １ １ １ １  

    E - m a i l  k a t s u s h i @ m w . k a w a s a k i - m . a c . j p  

立 候 補 役 職 名  理 事   監 事  

 

趣 意 （ 立 候 補 に あ た っ て の 所 信 及 び 抱 負 を 4 0 0 字 以 内 厳 守 で ）  

2 0 1 3 年 度 よ り 5 期 1 0 年 に わ た り 会 長 と し て 士 会 運 営 に 関 わ っ

て ま い り ま し た 。 会 長 就 任 期 間 に 残 っ た 課 題 は 山 積 し て お り ま

す が 、こ れ ま で の 経 験 を 活 か し 、監 事 と し て 引 き 続 き 士 会 運 営 に

関 わ っ て ま い り た い と 考 え て お り ま す 。 我 々 を 取 り 巻 く 環 境 は

決 し て 良 い も の と は 言 え ま せ ん が 、職 能 団 体 、学 術 団 体 、そ し て

会 員 一 人 一 人 の 力 が 発 揮 で き る よ う 、 お 役 に 立 て れ ば と 思 い ま

す 。  

 



2 0 2 3・ 2 0 2 4 年 度  

一 般 社 団 法 人 岡 山 県 理 学 療 法 士 会 役 員 選 挙 立 候 補 趣 意 書  

 

ふ り が な でぐち  ひと し  性 別  

年 齢 5 4 歳  
氏   名 出 口  仁  男 ・ 女  

会 員 番 号  1 0 0 0 9 8 6 3  

協 会 入 会 年 （ 昭 和 ・ 平 成  ３  年 ）  

勤 務 先 名 称  

倉 敷 市 立 市 民 病 院  

連 絡 先  Ｔ Ｅ Ｌ  ０ ８ ６ － ４ ７ ２ － ８ １ １ １  

    E - m a i l  k a m e c c h i 1 1 2 2 @ y a h o o . c o . j p  

立 候 補 役 職 名  理 事 ・ 監 事  

 

趣 意 （ 立 候 補 に あ た っ て の 所 信 及 び 抱 負 を 4 0 0 字 以 内 厳 守 で ）  

理 事 を 拝 命 さ せ て い た だ い た １ ５ 年 間 、 多 く の 会 員 と の 出 会 い

を 通 じ て 感 じ た こ と は 、 研 鑽 さ れ て き た 皆 様 一 人 一 人 の 個 の 力

を 、 さ ら に 大 き な 横 の つ な が り で も あ る 県 士 会 活 動 に も 拡 げ て

発 揮 し て い た だ き た い 、 そ う す る こ と で 県 士 会 の み な ら ず 理 学

療 法 自 体 も 更 な る 高 み に 到 達 で き る 、 と い う 想 い で し た 。  

理 学 療 法 士 が 、 職 場 や 地 域 な ど あ ら ゆ る ス テ ー ジ で も っ と 輝 け

る 社 会 の 実 現 た め に 、 こ れ ま で の 活 動 で 築 き 上 げ た ネ ッ ト ワ ー

ク を 活 か し て 頑 張 り ま す 。  

い っ し ょ に 地 位 向 上 の た め の 行 動 を お こ し ま し ょ う 。  

 


